
 

今回の研究会では、シンポジウムや研究討議を通して、事業の実施にあたって、まず「何をするか」ではなく、「何

のために」を明確にし、届けたい相手を知っていくことが大切であると、改めて認識することができました。 

また、シンポジウムの際、事前にテーマ設定の課題意識や事例のポイントを捉える視点についての説明があったこ

とで、事例の成果だけでなく、その成果に繋がるエッセンスを汲み取ることができ、学習効果が上がったのではない

かと思います。 

自身が主催者として事業を実施する際にも、参加者にとってより良い学びの場をつくっていけるよう、「自分なら

どうするか」という視点を持って研修に臨みたいと思いました。ありがとうございました。 

本北九州市総務市民局生涯学習総合センター  社会教育主事 山本 聡子 

今回の実践研究会のシンポジウムにおいて「対話」や「語り合う」という言葉が特に心に残りました。若者同士や

大人とのやり取りの中で、自分の考えが育っていくことの大切さを改めて感じました。また、若者の「やりたい」を

実現するには、できない理由よりも「どうすればできるか」を一緒に考える大人の存在が欠かせないことにも気付か

されました。フィールドワークの取組は、学生が将来を考えるきっかけになり、地域への思いにもつながる素敵な学

びだと思います。研究協議では、さまざまな方の視点に触れたり、取組を知ったりし、考えが広がる時間になりまし

た。今回得た気付きを、今後の事業企画・運営に生かしていきたいと思います。ありがとうございました。 
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